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 “陸に上がった「烏帽子岩」” 
 使用カメラ:Nikon D80 

シャッター速度:1/100 秒 絞り：F8.0 
撮影者： 大津 博昌 
解 説： 2008 年 9 月 19 日同好会行事第 35
回歩こう会“日立海岸を歩く”が水木海岸
～日立海岸口のコースで行われた。その途
中、その昔河原子海岸へ海水浴で訪れた際、
海中で波に洗われ鎮座し、風情あった「烏
帽子岩」が、海岸側に堤防が築かれ波打ち
際から離れ、遊歩道と安全柵設置、石垣で
補強、すぐ横に舗装道まででき、この様変
りした姿をじかに見た参加者の多くが、私
を含めて昔の姿を憶い出し感慨深いものが
あったと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転(９卓～１３卓）しました。 

参加人員の増加により会場の移転が続き、2001 年に
中小企業福祉センターへ(７卓～８卓）、また、2005 年
に、市｢かねはた｣複合老人福祉施設・多目的ホ-ルに移 日立健康麻將教室での研修風景

リレー随筆（２５） 

風評打破 10 年「健康麻將」 田島 増
ます

陸
みち

 
一方で、より良い教室を目指して、先ず教室の目標

を設定 し、①健康(頭脳、指先を使い被介護防止)②良
い人間関係(良いお友達を作る)③ストレス解消(家庭
団欒につなげる)などです。次に運営の改善を行い、①
サークル部門とスクール部門に分けた ②レベルを３
段階に分けて研修を進めた、などです。更に、会員の
内容改善ほか として、①高齢者、躰の一部不自由な方
も会員に含め、椅子方式にした②人員数 45～50 名 13
卓となり、夫婦の入会者も増えた③平均年齢 70 歳、女
性参加率 80％、最高齢は 93 歳(女性)、皆計算も早く元
気です⑥研修期間 ４回/月 12 時～16 時半。 
その後、同じモットーの「日本健康麻將協会」に入

会して、我が教室も｢日立健康麻將教室｣と改名しまし
た。協会に加入したことにより全国 100 個所のグルー
プとの交流ができ、卓上競技会には毎回参加し、研修
も意欲的になってきています。そして、入賞者が出た
り、2008 年度には１名が名人戦に出るまでとなりまし
た。しかし、｢日立健康麻將教室｣の本志は、あくまで
も高齢者が元気で楽しく研修を続けることを第一義と
して推進していく方針でいます。 
 今後も、益々増え続ける高齢者の楽しみとして、囲
碁・将棋並みに普及が進むよう及ばずながら主宰者と
して努めて参りたいと思います。 

に持って、計算をしながら競技を進めること等から、頭
脳スポーツとして認められ、厚生労働省が後援し“ねん
りんピック”の公式種目として推進しています。 

 「麻將」と云う文字を知っています
か？ この文字は日本で発案した造語
で「マージャン」と読み、健康麻將は
＜賭けない・飲まない・吸わない＞を
実践項目として、マナー重視の賭けな
いマージャンのことです。中国は現在、
この造語を逆輸入して使用していま
す。更に健康麻將は、逆転の発想を常

健康麻將が市生涯学習活動の一つに・・・・ 
1995 年、当時 70 歳でしたが、百年塾に入会し「市民

教授」になりました。指導分野は、戦争体験談として、
終戦時の満州のこと、ソ連抑留のこと、食育の大切な
ことなどを、小学６年生から大学生並びに市民を対象
に、13 回に亘りお話ししました。また、施設の高齢者
及び子供を対象にマージャン牌を利用したビンゴゲー
ム方式の楽しい遊び方教室を開設しました。 
1996 年頃より、主婦をはじめとする女性から「公民

館で囲碁、将棋を教えているのに、なぜ市はマージャ
ンを教えてくれないのですか、主人、子供たちと共に
家庭団欒のためにも是非やりたい。“お茶出し”だけで
は･･･」との強い要望と進言が出始まりました。 
そして、翌年 1997 年に、市の支援により会場、用具

置場の提供を受け｢坂下公民館｣に「女性マージャン教
室」を開設しました。諸道具一式は私財投入で、＜賭
けない・禁煙・禁酒＞を「決まり」としました。 
さらに健康麻將の普及を目指して・・・・ 
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 会員投稿（第２３回）

 
イ ギ リ ス 湖 水 地 方 へ の お 誘 い

 
《ご自身のライフスタイルを見直すきっかけに！》     武 田 孝 一 

 
 

に
、
沢
山
の
観
光

客
が
き
て
こ
の

地
を
汚
し
た
り
、

荒
ら
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
し

よ
う
と
、
こ
の
地

に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
ラ
ス
ト
の
運

動
が
起
こ
っ
た

の
は
、
至
極
当
然

と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
社
会
改

良
家
の
オ
ク
タ

ビ
ア
・
ヒ
ル
女

史
、
牧
師
の
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
ロ
ー
ン
ズ

リ
ー
、
そ
れ
に
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
な
ど
が
奔

走
し
て
、
鉄
道
線
路
を
湖
水
地
方
入
り
口
ウ

ィ
ン
ダ
ミ
ア
湖
畔
で
止
め
て
し
ま
い
、
そ
れ

以
北
の
地
域
の
俗
化
を
防
い
だ
。 

そ
の
よ
う
に
、
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
だ
け

 

さ
て
、
こ
の
地
を
訪
ね
る
の
は
、
日
本
な

ら
五
月
連
休
頃
が
ベ
ス
ト
と
申
し
上
げ
た

い
。
ロ
ン
ド
ン
の
北
の
駅
、
ユ
ー
ス
ト
ン
か

ら
特
急
イ
ン
タ
ー
シ
テ
イ
に
乗
っ
て
、
四
時

間
ほ
ど
北
上
し
、
オ
ク
ス
ノ
ム
と
い
う
乗
換

駅
に
降
り
立
ち
、
そ
こ
か
ら
、
支
線
の
終
点

ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
駅
に
向
か
う
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。 
 

列
車
が
い
っ

た
ん
郊
外
へ
で

て
し
ま
う
と
、
眼

前
に
ひ
ろ
が
る

の
は
、
ど
こ
ま
で

も
緩
く
続
く
丘

陵
、
牧
草
地
帯
と

な
る
。
牛
、
羊
、

綿
羊
、
ヤ
ギ
、
と

き
に
馬
な
ど
が

ゆ
っ
た
り
と
餌

を
食
む
景
色
が

ブ
・
ブ
ラ
ン
チ
」（
山
鳩
と
オ
リ
ー
ブ
の
小

枝)

と
い
う
旅
籠
屋
で
あ
っ
た
。 

テ
ー
ジ
」
へ

と
急
ぐ
。
こ

こ
は
、
ワ
ー

ズ
ワ
ー
ス
が

妹
ド
ロ
シ
ー

と
借
り
受
け

る
前
は
、「
ダ

ブ

・

ア

ン

ド
・
オ
リ
ー

朝
、
早
く
ロ
ン
ド
ン
を
出
立
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
ま
だ
、
太
陽
も
高
く
、
途
中

タ
ク
シ
ー
の
窓
か
ら
確
認
し
て
お
い
た
、

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
一
家
が
住
ん
だ
「
ダ
ブ
コ

 

入
り
口
向
か
い
の
事
務
所
で
切
符
を
求

め
て
入
口
の
前
に
立
つ
。
昔
の
ま
ま
の
閂

を
上
げ
て
中
に
入
る
。
こ
の
地
方
特
産
の

黒
い
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
床
石
、
石
炭
の
煙

で
黒
光
り
し
て
い
る
台
所
の
暖
炉
に
は
、

こ
れ
も
、
こ
の
土
地
か
ら
の
ピ
ー
ト
（
泥

炭
）
が
燃
え
て
い
る
。
そ
う
、
こ
の
厨
房

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
る
と
、
旅
回
り

の
バ
イ
オ
リ
ン
弾
き
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て

一
家
が
、
踊
っ
た
の
だ
。
二
階
の
寝
室
の

キ
ル
ト
の
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
に
は
、「
脆
く
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手
を
ふ
れ
な
い

よ
う
に
」
と
日
本
語
の
訴
え
も
カ
ー
ド
に

記
さ
れ
て
い
た
。 

 

壁
の
大
型
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
詩
人
が

フ
ラ
ン
ス
へ
行
っ
た
と
き
の
も
の
。
身
長

や
身
体
の
特
徴
に
加
え
て
、
目
の
色
（
瞳
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れ
ら
集
落
の
中
心
に
は
、
屋
根
の
て
っ
ぺ

ん
に
、
鐘
楼
や
十
字
架
を
い
た
だ
く
教
会

の
建
物
。
気
が
つ
く
の
は
、
か
な
り
遠
く

ま
で
走
っ
て
き
た
は
ず
の
列
車
の
窓
か

ら
、
電
柱
と
野
立
て
広
告
が
ま
る
で
見
え

な
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
景
色

が
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
の
で

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
か
っ
て
七
つ
の
海
を

支
配
し
た
こ
ろ
の
威
光
は
と
う
に
失
せ

て
、
と
は
よ
く
聞
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
人
々
は
、
こ
う
し
て
、
美
し
い
自
然
環

境
と
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
、
い
わ
ゆ

る
ス
ト
ッ
ク
に
囲
ま
れ
て
、
慌
て
ず
、
騒

が
ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら

す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
て
し
ま

っ
て
い
る
。 

 

二
階
の
応
接
間
兼
書
斎
か
ら
は
、
そ

の
ま
ま
、
グ
ラ
ス
ミ
ア
湖
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
な
ぜ
か
、
私
に
は
、
ワ

ー
ズ
ワ
ー
ス
本
人
が
、
「
タ
ケ
ダ
さ
ん
、

ニ
ホ
ン
か
ら
、
よ
く
い
ら
し
ゃ
い
ま
し

た
ね
」
と
扉
の
影
か
ら
で
も
、
ふ
い
に

現
わ
れ
て
き
そ
う
な
気
が
し
た
の
だ
っ

た
。
戻
っ
て
、
レ
ッ
ド
ラ
イ
オ
ン
ホ
テ

ル
の
前
の
「
聖
オ
ズ
ワ
ル
ド
教
会
」
へ
。

古
い
木
組
み
の
柱
の
教
会
で
、
北
側
の

教
会
墓
地
に
は
、
詩
人
一
家
が
寄
り
添

う
よ
う
に
葬
ら
れ
て
い
た
。
墓
地
の
東

側
の
小
川
に
は
、
ラ
ッ
パ
水
仙
が
清
冽

な
水
に
影
を
落
と
し
、
ど
こ
ま
で
も
澄

ん
だ
水
の
流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
風
情

だ
っ
た
。 

 

次
の
日
は
、
幼
く
し
て
、
両
親
の
病

死
に
あ
っ
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
が
預
け
ら

れ
た
、
ア
ン
・
タ
イ
ソ
ン
と
い
う
、
彼

の
母
親
代
わ
り
を
し
て
く
れ
た
夫
人
の

営
む
下
宿
屋
や
、
さ
ら
に
は
、
彼
の
通

っ
た
ホ
ー
ク
ス
ヘ
ッ
ド
・
グ
ラ
マ
ー
・

ス
ク
ー
ル
を
訪
ね
た
。
や
や
傾
斜
地
に

建
つ
学
校
の
道
を
降
っ
て
く
る
と
、
眼

前
に
は
詩
人
が
厳
冬
の
夜
更
け
ま
で
、

友
達
と
ス
ケ
ー
ト
遊
び
を
楽
し
ん
だ
、

エ
ス
ス
エ
イ
ト
湖
が
見
え
て
き
た
。
す

べ
て
の
物
音
が
絶
え
て
、
静
か
で
、
自

然
の
息
吹
そ
の
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

私
自
身
の
現
在
ま

で
の
外
国
旅
行
の
な

か
で
、
ま
た
是
非
も
う

一
度
行
っ
て
み
た
い

と
思
う
と
こ
ろ
、
と
聞

か
れ
た
ら
、
迷
わ
ず
答

え
る
の
が
、
「
イ
ギ
リ

ス
湖
水
地
方
」
で
あ
る
。 

実
は
大
学
二
年
生
の
と
き
に
、
演
習
で
、

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
（
一
七
七
〇
―
一
八
五
〇
）

の
自
伝
的
長
編
叙
事
詩 

『
序
曲
』T

he 
P
re
lu
de
 

を
読
ん
だ
。
そ
の
後
、
沢
山
の

資
料
に
目
を
通
し
、
参
考
文
献
を
読
み
、

遂
に
昭
和
五
五
年
の
五
月
連
休
に
、
現
地

を
一
人
で
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。 

 

「
イ
ギ
リ
ス
湖
水
地
方
」
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
一
番
美
し
い
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
お
り
、

主
な
湖
だ
け
で
も
一
〇
、
小
さ
な
沼
は
五
〇

〇
以
上
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
湖
は
今
か
ら
四

五
〇
〇
年
も
前
に
、
北
極
か
ら
の
氷
河
に
よ

っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
湖
と
い
っ
て

も
、
実
際
は
、
川
の
幅
が
ひ
ろ
が
っ
た
も
の

と
い
え
る
。
面
積
は
二
二
八
〇
平
方
㌔
と
い

う
国
立
公
園
で
、
大
き
さ
は
東
京
二
三
区
よ

り
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
大
き
な
程
度
で
あ
る
。
全

体
が
ゆ
る
や
か
な
丘
陵
地
帯
で
、
そ
の
多
く

は
家
畜
の
放
牧
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
一
番
高
い
山
は
ス
コ
ー
フ
ェ
ル
パ

イ
ク
と
い
い
、
標
高
九
七
七
㍍
で
あ
る
。

 

こ
の
地
域
一
帯
は
、
四
季
を
通
じ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
景
色
が
見
る
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。
春
の
花
々
、
夏
の
木
々
の
繁

り
、
秋
の
紅
葉
、
そ
し
て
冬
は
一
面
の
雪
景

色
、
ま
さ
に
、
こ
の
地
は
美
し
い
景
色
の
と

こ
ろ
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。 

 

 

そ
の
間
に
、
ぽ
つ
ん
、
ぽ
つ
ん
と
建
っ
て

い
る
煉
瓦
と
漆
喰
の
、
み
る
か
ら
に
古
そ
う

な
、
そ
う
、
少
な
く
と
も
、
四
百
年
～
五
百

年
は
あ
の
ま
ま
、
と
み
え
る
家
々
・
・
・
そ

一
面
の
菜
の
花
畑
の
向
こ
う
に
見
え
て
く

る
。
そ
し
て
、
家
々
の
庭
に
は
、
今
を
盛
り

の
ラ
ッ
パ
水
仙
、
パ
ン
ジ
ー
、
れ
ん
ぎ
ょ
う
、

屋
根
ま
で
届
く
ほ
ど
の
石
楠
花
が
咲
き
誇
っ

て
い
る
。 

丘陵と牧草地帯 湖水の一風景 

ダブコテージ 

 

武
田
孝
一
氏

連
絡
先

郵
便
番
号 

ダブコテージ室内 

な
か
っ
た
の

で
、
隙
間
風

を
防
ぐ
た
め

に
、
当
時
の

新
聞
が
貼
っ

て
あ
り
、
そ

の
年
代
だ
け

で
、
価
値
あ

る
も
の
と
な

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。 

の
色
）
が
記
さ
れ
て
い
た
。
隣
の
子
供

部
屋
に
は
、
冬
で
も
、
暖
房
を
使
わ
せ

電
話
〇
二
九
四-

三
六-

一
四
六
九 
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支部から お知らせ の 

理事会・茨城支部役員会報告 
＊第 57-4 回 日立社友クラブ理事会報告 
１．開催日：平成 20 年 9 月 4日（木） 
・理事会に先立ち、小平浪平翁墓所（谷中霊園）・墓参
を金井理事長以下全理事にて行った。 

２．議事 
・会員移動状況：会員候補者から 40 名が入会許可さ
れ、会員数は 4796 名となった。 

・第 58 回日立社友クラブ総会の件：10 月 3 日（金）
ホテルニューオータニで実施する。 
長寿祝：白寿 4(2)名、米寿 51(39)名、喜寿 182(140)
名。（ ）内は昨年の人数  

＊第 20-5 回 茨城支部役員会報告 
１．開催日：平成 20 年 9 月 19 日（金） 
２．議事： 
・会員移動状況：新入会者候補 3名が入会許可され会
員数は 1,071 名となった。60 歳到達時の入会者が少
なく、会員数の先細りが懸念されるので、（a)入会案
内と共に入会意思の有無を問うハガキを送る（b)現
状ではグループ会社転出者の把握ができず、入会案
内を送ることができないので、茨地区としてどうし
たら良いのか日立事業所と支部役員とで別途具体策
を協議する (c)機会ある度に友人・知人に口頭で勧
誘する、などの対策を進める。 

・平成 20 年度予算案審議：事務局より、平成 20 年 
度予算に対する 9/16 現在の実算並びに年度末見通
しの説明があった。今後、会費未納入者に対する督

同好会行事に参加して 

「マルチメデｲア研究会（ＭＭ研）」
山田 和夫 

私はＭＭ研発足当初からのメンバー
です。ＭＭ研が発足したのは平成 13 年
7 月、回を重ねて平成 20 年 8 月には第

64 回になりました。平成 13 年 1 月「パソコン極楽サ
ロン」で外山仁一さんに画像・映像・音楽に関する紹
介を頂き、これを契機に遠藤宗宏さんの呼びかけで８
名の有志が集まり「ＭＭ研」がスタートしました。多
方面を扱うので「マルチメデｲア研究会」と名づけまし
た。当初はスライドショーの作成や各種ソフトの勉強、

毎回外山さんに先進的な技法の紹介をしていただき、
会員はその応用の勉強をしました。現在登録メンバー
は 18 名、最高齢は 84 歳。現在 Flash や JavaScript
の勉強など実施中です。参加して楽しく、学んだこと
を応用して成果に満足、毎回欠かさず参加しています。
頭脳の退化防止に好適です。皆さんも参加して一緒に
楽しいひと時を持ちましょう。 

「写真五七五」    高橋 秀信 

写真五七五がスタートしてから一年
半。最初は写真、俳句とも全くの素人
で心配でした。しかし、参加してみる
と想像以上に楽しく、特にメンバーの

中に写真、短歌、俳句、川柳とそれぞれ得意な方々が
おられて、丁寧に教えていただけることがなによりで

す。写真五七五はとても自由な世界です。写真は日常
や旅行のスナップでも良く、文章は俳句でも、川柳で
も、要は五七五調で自分の感じたままを表現すればよ
いわけです。五七五という短い文章で表現するポイン
トや言葉、言い回しなどは例会の席上でざっくばらん
な意見がもらえます。今では日常の中であれこれ題材
を考え、月一回の例会が待ち遠しいほどです。どうぞ
気軽に参加してみませんか。 

があることを知り、しかも幹事の方が顔見知りであっ
たこともあり、参加させていただくことにしました。

「卓球クラブ」    山口 雅教 

毎日家にいるようになり、楽しみと
健康維持のため、これまで時々楽しん
できた卓球をしようと思いました。イ
ンターネットで、社友クラブの同好会

編集後記 茨支部便りは、会員皆様の貴重な会費に
よって作成されております。内容の充実の為にも、ぜ
ひ納入率を上げたく思います。ご協力、宜しくお願い
致します。リレー随筆、田島さんの「健康麻將」頭と
指を使いまさに長寿の秘訣でしょう、益々のご健勝を
お祈り致します。            森 俊郎

促状発送と昨年並みの納入率が予算達成の鍵となる。
・社会との接点・創業 100 周年に向けて： 
「日立理科クラブ」設立に関して、佐藤支部長から進捗
状況についての説明があり、茨支部として設立に向け
て協力することになった。 

私の卓球歴は中学校のクラブ活動で 1 年程度、その
後会社の部対抗の度に思い出したように練習するとい
う程度のものでした。同好会には上手な方もおられ、
その方々と一緒に練習して汗をかくだけでなく、いつ
までも俊敏な反射神経を維持しつつ、技術も向上でき
ると思うと益々楽しくなります。同好会の皆様よろし
くお願いいたします。 

訃 報
真に残念ですが、苦楽を共にした下記の方がお

亡くなりになりました。 
衷心よりご冥福をお祈り致します。 

島崎 篤夫 平成   年   月   日 享年 65 歳 
廣吉 秀高 平成   年   月   日  享年 87 歳 
市川 国雄 平成   年   月   日 享年 72 歳 
小林 弘昌 平成   年   月   日 享年 73 歳 
平野 重光 平成   年   月   日  享年 83 歳 

 6 
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10 

20
20
20
20
20

24 
13 
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 4 
 4 

“理科室のおじさん”募集！ 
「日立理科クラブ」では、子供たちの理科の相談と
指導を担当する“理科室のおじさん”を募集してい
ます。理科の実験、モノづくりの体験を通じて子供
たちと話し合おう。子供たちがシニアエンジニアの

皆さんをお待ちしています。（詳細チラシ・HP 参照）

支部長 佐藤一男



 
 
 

 同好会の行事ご案内(11 月～１月)

１．第３６回歩こう会【霞ケ浦湖畔コース】 

秋の霞ヶ浦を眺めながら、土浦駅から自衛隊武器 
学校までを歩く、昼食は自衛隊々員食堂で体験 

・開催日：平成 20 年 11 月 12 日(水) 
・集合場所時刻：土浦駅東口、AM10:00 
・コース(往路)：土浦駅東口出発→櫻川南岸土手 

→国民宿舎水郷→オランダ風車→霞ヶ浦高校→ 
自衛隊武器学校迄片道 5.6Kｍのオール平坦コース。

(復路)：往路の逆、尚希望者は路線バスあり。
・会 費：保険料･昼食込みで 500\/人 
・申込期限：平成 20 年 10 月 22 日(水) 
・申込先：垣貞玲吉 Tel/Fax. 029-3274-1727 
    E-mail: ryk888@pure.ocn.ne.jp 

３．第３８回研修会［JAXA 宇宙センター他見学］ 

・開催日：平成 20 年 11 月 28 日(金) 
・見学先：宇宙航空研究開発機構筑波宇宙センター 
     農業食品産業技術総合研究機構果樹研究所
          アサヒビール茨城工場 
・集合：大甕駅(常陽銀行大甕支店前) 8：00 

JR 大甕駅上り 8：06 着、下り 8：01 着 
での参加者の到着を待って出発 

    サンピア日立 8：10 
・会 費：3,500 円予定(バス代、昼食代他) 
・募集人員：35 人(参加者 25 人以上で催行) 
・申込期限：平成 20 年 11 月 14 日(金) 
・申込先：小口伊佐男 Tel/Fax：0294-37-3048 
            E-mail：isao_oguchi@lake.ocn.ne.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．第２０回歴史探訪【松尾芭蕉縁の地を訪ねる】 

（栃木県黒羽町、雲巌寺、玉藻神社等を訪ねます） 
・開催日：平成 20 年 11 月 18 日（火） 
・集合場所：日立駅海岸口 7：30 予定詳細は後報 

案内者：八巻秀雄 
・会 費：2,500 円（予定） 
・募集人員：35 名先着順 
・申込先：薄 浩八 Tel/Fax：0294-35-9121 

E-mail: k-usuki@mwa.biglobe.ne.jp 

 2008 年写真展開催のお知らせ 

デジカメクラブ、野鳥自然観察グループ 
写真五七五グループ共同開催の写真展 

皆様のご来場をお待ちしています 
・日時：12 月 4 日(木)12：00～6 日(土)15：00 
・場所：多賀市民プラザ内、1Ｆギャラリー 

知人へのＰＲもよろしくお願いします！ 
（世話人代表：デジカメクラブ大津博昌） 

 
 
 
 
 
 

４．定例行事予定一覧表  
 実 施日 (曜日 ) 

グループ名 連   絡   先  
11 月 12 月 １月

場   所  時 間  備   考  

17(月)   涸 沼 

 15(月)  鵜の岬 
野鳥・自然 
観察の会 

小林 康浩 0294-34-2870 
koba84y@nifty.com 

  19(月) 千波湖 

9:00～ 
12:00 

参加費:\200 
原則として 

雨天中止

日立 
地区 

安藤  捷治 0294-37-0759 
sh-andou@net1.jway.ne.jp 

12(水)

26(水)

10(水)

24(水)

14(水)

28(水)
東暁館別館 10:00～ 

参加費：\100/回
大会：\1300 囲碁 

の会 勝田 
地区 

七 海   清 029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

20(木) 18(木) 15(木)
大島コミュニティ 

センター 
9:00～ 

参加費：\200/回
大会：\700 

料理教室  
澁口  七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

10(月) 8(月) 13(火) 山本料理学院 
10:00～ 

12:00 
参加費：\2000/回

卓球クラブ 
後藤登喜雄 0294-35-6523 
t.gotoh@net1.jway.ne.jp 

6(水)

19(水)

3(水)

17(水)

7(水)

21(水)
大みか体育館 

10:00～ 
12:00 

参加費､会場費等
まとめ：\2500/年

デジカメ 
クラブ 

大津  博昌 0294-42-3255 
ohtsu-h@net1.jway.ne.jp 

6(木) 1(月) 5(月)
撮影会以外は 
東暁館別館 

10:00～ 
15:00 

参加費：\1300/回
昼食代含む 

写真五七五 
八巻  秀雄 0294-34-4173 
yamaki@green.ocn.ne.jp 

 7(金） 5(金) 9(金) 東暁館別館 
9:30～ 

12:00 
参加費：\300/回
昼食別途 

Ⅰ 17(月) 15(月) 19(月)シニア 
ＰＣ Ⅱ 

大越  健児 0294-37-4931 
ken-ooko@muc.biglobe.ne.jp 25(火) 23(火) 27(火)

東暁館別館 
10:00～ 

15:00 
参加費：\1000/回
昼食別途 

ＨＰの会 
中 村   進 0294-52-5525 
ssm2332@hb.tp1.jp 

4(火) 2(火) 6(火） 東暁館別館 
10:00～ 

15:00 
参加費：\1300/回
昼食代含む 

基礎講座 
山田  和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

11(火) 9(火) 13(火) 東暁館別館 
10:00～ 

15:00 
参加費：\1400/回
昼食代含む 

極楽 
サロン 

島田  勇一 0294-34-4467 
yshimada@ng.ejnet.ne.jp 

20(木) 18(木) 15(木) 東暁館別館 
10:15～ 

15:00 
参加費：\1200/回
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

26(水) 23(火) 27(火)
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
16:00 

参加費：\700/回

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＭＭ研 
藤原  延弘 0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

24(月）22(月) 30(金) 東暁館別館 
10:00～ 

15:00 
参加費：\1300/回
昼食代含む 

専門講座の日程＜Dreaweaver8Ｓ 勉強会：原則第１木曜日、Illustrator CS2 勉強会：原則第４木曜日＞ 
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